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「評定」の意味 

   ４：適切に対応している。課題の発見に積極的で、今後さらに向上させるための意欲がある。 

   ３：ほぼ適切に対応しているが課題があり、改善方策への一層の取組みが期待される。 

   ２：対応が十分でなく、やや不適切で課題が多い。課題の抽出と改善方策へ取り組む必要がある。 

   １：全く対応をしておらず不適切。学校の方針から見直す必要がある。 

 

 

記載責任者職・氏名は、令和３年度のものです。 
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１．学校の理念・教育目標 

教育理念 教育目標 

「才色健美」 

優れた才能を開花させ、健やかにそして美しくあれ。 

 

九州 CTB 理容美容専門学校では、外見の美しさだけでなく、内面の美しさも創

り出せる人財を育成。そのための知識・技術を身につけ、理美容業界へ貢献でき

る人財育成をおこなうことを基本理念とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 

  



6 

２．本年度の重点目標と取組方法およびその結果 

令和３年度重点目標 達成計画・取組方法とその結果 

１．新型コロナウイルスの世界的まん延する時として、学校全体の学生や教職

員の健康を守るため、細心の環境作りを行い、安心・安全な学校の運営を行

う。 

２．授業改善のための研究会の実施 

３．資格試験全員合格に向けた組織的対策の実施 

４．卒業後の進路指導の一つとしての企業説明会の改善実施 

５．地域と連携し、各種イベント等への積極的参加 

 

１．校舎の出入り口に消毒剤を設置 

  校舎入校時の体温チェックの徹底 

外部の人の出入りのチェック等を実施 

２．主体的な授業研究会を前年度に引き続き実施 

  科内・外の多くの教員が参加した結果、それぞれの授業の現状と 

  課題を共有して改善の方向性が一層明確になった。 

３．資格試験合格に向け各科とともに組織的な策を講じ、試験の傾向分析をし、

対策を計画的に進められた。 

４．企業説明会の企画・運営が行われ、学生の積極的参加につながった。 

５．各種イベントは残念ながら新型コロナウイルスのまん延のためほとんどが

見送られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像【平均評定：３．８】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育理念と目標・ビジョンに関して日常的に教職員・

学生も意識するような環境作りを行っている。課題

としては新型コロナウイルスまん延による集会など

でこの度は十分な行動に結び付けない年度であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に具体的な行動を全員一丸となって取り組む環境

作りを行うこと 

なし 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 
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１－１ 理念・目的・育成人材像  

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

1-1-1 

理念・目的・育成人材像

は、定められているか。 

理念に沿った目的・育

成人材像になっている

か。 

4 

行事などで常に理

念・目標の伝達を

行っている。 

なし なし 

理念等を記した文書 

学校ホームページ 

学校案内 

学生便覧 

理念等は文書化するな

ど明確に定めている

か。 

文書化し学生に配

付するなど努めて

いる。 

なし なし 

理念等において専門分

野の特性は明確になっ

ているか。 

本校の専門である

理美容の特性につ

いて明確に定めて

いる。 

なし なし 

理念等に応じた課程

（科）を設置している

か。 

設置している。 なし なし 

理念等を実現するため

の具体的な目標・計画・

方法を定めているか。 

各科目標を掲げ取

組んでいる。 

なし なし 

理念等を学生・保護者、

関連業界等に周知して

いるか。 

式典や広報活動等

において理念の伝

達に努めている。 

なし なし 

理念等の浸透度を確認

しているか。 

確認している。 なし なし 

理念等を社会等の要請

に的確に対応させるた

め、適宜、見直しを行っ

ているか。 

行っている。 なし なし 
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1-1-2 

育成人材像は専門分野

に関連する業界等の人

材ニーズに適合してい

るか。 

課程（科）毎に関連業界

等が求める知識・技術・

技能・人間性等人材要

件を明確にしている

か。 

4 

明確にしている。 なし なし 

教育課程編成委員会議事録 

シラバス 

専任教員履歴書および添付書類 

非常勤講師履歴書および添付書類 

教育課程、授業計画（シ

ラバス）等の策定にお

いて関連業界等からの

協力を得ているか。 

教育課程編成委員

会を設置して関連

業界等から協力を

得ている。 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）に

かかわらず教員採用に

おいて関連業界等から

の協力を得ているか。 

協力を得ている。 なし なし 

学内外にかかわらず、

実習の実施にあたっ

て、関連業界等からの

協力を得ているか。 

協力を得ている。 なし なし 

教材等の開発におい

て、関連業界等からの

協力を得ているか。 

協力を得ている。 なし なし 
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1-1-3 

理念等の達成に向け特

色ある教育活動に取組

んでいるか。 

理念等の達成に向け特

色ある教育活動に取組

んでいるか。 

4 

取り組んでいる。 なし なし 

 
特色ある職業実践教育

に取組んでいるか。 

取り組んでいる。 なし なし 

 

1-1-4 

社会のニーズ等を踏ま

えた将来構想を抱いて

いるか。 

中期的（3～5年程度）視

点で、学校の将来構想を

定めているか。 

3 

定めている。 なし なし 

学内会議議事録 

学校の将来構想を教職

員に周知しているか。 

周知している。 なし なし 

学校の将来構想を学生・

保護者・関連業界等に周

知しているか。 

周知している。 周知しきれているかは

不明。 

保護者会や競技会など

開催できれば周知した

い。 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理念やビジョンは教職員だけでなく学生に共有できるようにイベントや行事で

も常に伝達できるよう心掛け一体となって達成に向かっていく方向です。ただ、

令和３年度はコロナ禍によるイベントの実施が出来ず文章にて伝達に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 
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基準２ 学校運営【平均評定：３．７】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎朝の職員朝礼による情報の共有の徹底など毎日を

滞りなく運営していくための施策など、また毎月行

う会議による情報の共有などを通し体制を整えてい

る。 

さらに、日報制度による日々の学生の様子や教職員

の情報を長がとりまとめ、校長が吸い上げるような

仕組みとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営の為、重要なのは責任とスピードが大切である。

さらにスピードを上げる仕組みを作りたい。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 

 



13 

２－２ 運営方針 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-2-1 

理念等に沿った運営

方針を定めているか。 

運営方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 

4 

定めている。 なし なし 

教育理念 

行動指針 

運営方針は理念等、目標、

事業計画を踏まえ定めて

いるか。 

定めている。 なし なし 

運営方針を教職員等に周

知しているか。 

周知している。 なし なし 

運営方針の組織内の浸透

度を確認しているか。 

周知している。 なし なし 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育理念だけでなく、法人の理念も周知し、理念に沿った行動ができる

ように努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 
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２－３ 事業計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-3-1 

理念等を達成するた

めの事業計画を定め

ているか。 

中期計画（3～5年程度）を

定めているか。 

4 

定めている。 なし なし 

組織図 

事業計画書 

単年度の事業計画を定め

ているか。 

定めている。 なし なし 

事業計画に予算、事業目標

等を明示しているか。 

明示している。 なし なし 

事業計画の執行体制、業務

分担等を明確にしている

か。 

明確にしている。 なし なし 

事業計画の執行・進捗管理

状況及び見直しの時期・内

容を明確にしているか。 

明確にしている。 なし なし 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

  

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 
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２－４ 運営組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-4-1 

設置法人は組織運営を

適切に行っているか。 

理事会、評議員会は、寄

附行為に基づき適切に

開催しているか。 

4 

定期的に開催してい

る。 

なし なし 

理事会議事録 

評議員会議事録 

理事会等は必要な審議
を行い、適切に議事録
を作成しているか。 

適切に作成している。 なし なし 

寄附行為は、必要に応じ

て適正な手続きを経て

改正しているか。 

改正している。 なし なし 

 

2-4-2 

学校運営のための組織

を整備しているか。 

学校運営に必要な事務

及び教学組織を整備し

ているか。 

4 

整備している。 なし なし 

組織図 

職務分掌 

学則 

学則施行細則 

各種規程 

現状の組織を体系化し

た組織規程、組織図等を

整備しているか。 

整備している。 なし なし 

各部署の役割分担、組
織目標等を規程等で明
確にしているか。 

明確にしている。 なし なし 

会議、委員会等の決定権

限、委員構成等を規程等

で明確にしているか。 

明確にしている。 なし なし 

会議、委員会等の議事録

（記録）は、開催毎に作

成しているか。 

作成している。 なし なし 

組織運営のための規則・

規程等を整備している

か。 

整備している。 なし なし 

規則・規程等は、必要に

応じて適正な手続きを

経て改正しているか。 

改正している。 なし なし 

学校の組織運営に携わ 行っている。 なし なし 
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る事務職員の意欲及び

資質の向上への取組み

を行っているか。 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

規程や規則等は作成しており、なおかつ更新していくようにしている。また、理

事会・評議員会等も定期的に開催しており、滞りなく行っている。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 

 

 

２－５ 人事・給与制度 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-5-1 

人事・給与に関する制度

を整備しているか。 

採用基準・採用手続きに

ついて規程等で明確化

し、適切に運用している

か。 

4 

適切に運用している。 なし なし 

就業規則 

評価シート 

適切な採用広報を行
い、必要な人材を確保
しているか。 

確保している。 なし なし 

給与支給等に関する基

準・規程を整備し、適切

に運用しているか。 

運用している。 なし なし 

昇任・昇給の基準を規
程等で明確化し、適切
に運用しているか。 

適切に運用している。 なし なし 

人事考課制度を規程等

で明確化し、適切に運用

しているか。 

運用している。 なし 人事考課制度に関して

更新・運用している。 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人事考課に関して、毎年より良いものを更新している。  

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 

 

 

２－６ 意思決定システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-6-1 

意思決定システムを整

備しているか。 

教務・財務等の業務処理

において、意思決定シス

テムを整備しているか。 

3 

整備している。 特になし 特になし 

 

意思決定システムにお

いて、意思決定の権限等

を明確にしているか。 

明確となっている。 特になし 特になし 

意思決定システムは、規

則・規程等で明確にして

いるか。 

規則・規程に規定して

いない。 

意思決定システムにつ

いて規則・規程を整備

する必要がある。 

意思決定システムにか

かる規則・規程の整備。 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教務および財務にかかる意思決定システムは構築されているものの、これを規

則や規程において規定する必要がある。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  西 田 真 紀 

 

 

２－７ 情報システム 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-7-1 

情報システム化に取組

み、業務の効率化を図っ

ているか。 

学生に関する情報管理

システム、業務処理に関

するシステムを構築し

ているか。 

3 

情報管理システムを構

築してリアルタイムに

管理を行っている。 

特になし 特になし 

 

情報システムを活用し、

タイムリーな情報提供、

意思決定が行われてい

るか。 

情報管理システムによ

る管理を行っている。 

特になし 特になし 

学生指導において、適切

に学生情報管理システ

ムを活用しているか。 

各科において紙媒体に

よる記録を採用してい

る。 

特に問題は生じていな

い。 

業務に支障を来さない

限り、現行制度を継続

する。 

データの更新等を適切

に行い、最新の情報を蓄

積しているか。 

ファイルサーバを設置

した上で情報の管理を

行っている。 

ファイルサーバのバッ

クアップ増加対策と保

存期間の選定 

天変地異や大災害発生

時でもデータの素早い

復旧を行う 

システムのメンテナン

ス及びセキュリティー

管理を適切に行ってい

るか。 

教職員用クライアント

のカード認証によるロ

グイン。 

資産管理システムによ

る操作ログを管理。 

ファイアウォールによ

り ア ク セ ス 制 限 と

IDS、IPS の実施。 

学生向け Free-Spot と

は VLAN を使用。 

各管理サーバのアップ

デート体制とログの保

管期間の調整。 

サーバの管理一部をベ

ンダーへ依頼。 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

構内クライアント使用におけるセキュリティポリシーの見直し ・各管理系サーバは vmware を使用し HA 構成としており障害発生時でも運用

を続けられる体制を整えている。 

・各フロア LAN 配線は二重化を行い、安定性・高速化を実現している。 

・各フロア・すべての教室に無線 LAN アクセスポイント・LAN コンセントを

設置し、学内インフラへの柔軟なアクセス体制を整えている。 

 

 記載責任者 職・氏名 生涯スポーツ推進部 
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（IT・クリエイティブ部門含） 

部 長  波多腰   太 

 

 

基準３ 教育活動【平均評定：３．７】 

３－８ 目標の設定 

 

３－８－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 

理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

 

運営の柱である理念に

沿い方針を明確にして

いる 

なし なし 

学生便覧 

教育課程編成実施規程 

ほか 
職業教育に関する方針を
定めているか。 

実学と関係性構築力に

力点を置いて定めてい

る 

挨拶が苦手な学生がい

る 

教員から更に積極的に

明るく話しかける必要

がある 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代  

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 

理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 
4 

運営の柱である理念に

沿い方針を明確にして

いる 

なし なし 

学生便覧 

教育課程編成実施規程 

ほか 
職業教育に関する方針を
定めているか。 

実学と関係性構築力に

力点を置いて定めてい

る 

挨拶が苦手な学生がい

る 

教員から更に積極的に

明るく話しかける必要

がある 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 
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３－８－２ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 

科毎に修業年限に応じ

た教育到達レベルを明

確にしているか。 

科毎に目標とする教育

到達レベルを明示して

いるか。 

3 

修業年限相応の到達目

標を明確にしている 

個人差が生じる場合が

ある 

効率よく個別対応が出

来るように情報共有を

強化する 

学生便覧 

シラバス 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 

理念に相違しないよう

に授業を構成している 

理念に対し本人の価値

観により個人差が生じ

る場合がある 

価値観の共有を強制的

にならないように行う 

資格・免許の取得を目指

す科において、取得の意

義及び取得指導・支援体

制を明確にしているか。 

美容師国家試験やその

他の資格取得において

全員が達成できるよう

に明確化している 

コロナウィルス感染症

拡大により明確化され

た計画通りに進まない

ことがあった 

イレギュラーによる授

業の遅れなどに対応す

るツールの駆使が必要 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている科で
は、取得指導・支援体制
を整備しているか。 

対策授業の充実化を図

り、全スタッフでサポ

ートできる体制を整え

ている 

教科や実技の種類によ

り得手不得手が生じる 

教員のアウトプットを

１本化し学生が迷わな

い様な配慮を行う 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代  

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 

科毎に修業年限に応じ

た教育到達レベルを明

確にしているか。 

科毎に目標とする教育

到達レベルを明示して

いるか。 

3 

修業年限相応の到達目

標を明確にしている 

個人差が生じる場合が

ある 

授業進度を臨機応変に

コントロールする 

学生便覧 

シラバス 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 

理念に相違しないよう

に授業を構成している 

理念に対し本人の価値

観により個人差が生じ

る場合がある 

価値観の共有を強制的

にならないように行う 

資格・免許の取得を目指

す科において、取得の意

義及び取得指導・支援体

制を明確にしているか。 

理容師国家試験やその

他の資格取得において

全員が達成できるよう

に明確化している 

コロナウィルス感染症

拡大により明確化され

た計画通りに進まない

ことがあった 

イレギュラーによる授

業の遅れなどに対応す

るツールの駆使が必要 
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資格・免許取得を教育到
達レベルとしている科で
は、取得指導・支援体制
を整備しているか。 

対策授業の充実化を図

り、全スタッフでサポ

ートできる体制を整え

ている 

教科や実技の種類によ

り得手不得手が生じる 

教員のアウトプットを

１本化し学生が迷わな

い様な配慮を行う 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

３－９ 教育方法・評価等 

 

３－９－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 

教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

編成委員会を組織し明

確にしている 

なし なし 

募集要項 

教育課程編成委員会に

関する規程 

会議議事録 

学生便覧 

シラバス 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

行われた会議は基本的

に議事録を作成してい

る 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

すべての講義が専門科

目と認識している 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

美容師法に則り適切に

分配しながらも幅広く

バランスを考慮してい

る 

教員の得意分野が反映

しやすいので偏りが出

る傾向にある 

教員各々のスキルアッ

プの為の施策が必要で

ある 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

美容師法に謳われた時

間数を適切に明示して

いる 

学生が出席日数の計算

を始める 

飽きさせない授業構成

を考える 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

シラバスに従い適切な

内容提供を行っている 

なし なし 
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供しているか。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

必要に応じて適切な授

業形態を選択できてい

る 

なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

理解力向上を念頭に授

業内容や方法の検討、

工夫を行っている 

なし 使用教材の研究と開発

を心掛ける 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

業界のトレンドに応じ

た授業内容となるよう

に工夫している 

美容業界はトレンドの

流れが速いので遅れる

ことがある 

業界との接触の機会を

増やす 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

実務実習の評価表に基

づき適切な工夫をして

いる 

なし なし 

単位制の科において、履

修科目の登録について

適切な指導を行ってい

るか。 

両科合同のオリエンテ

ーション時に説明指導

している 

なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している なし なし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

国家試験課題の発表に

伴いその都度改定して

いる 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 



24 

3-9-1 

教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

3 

編成委員会を組織し明

確にしている 

なし なし 

募集要項 

教育課程編成委員会に

関する規程 

会議議事録 

学生便覧 

シラバス 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

行われた会議は基本的

に議事録を作成してい

る 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

すべての講義が専門科

目と認識している 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

理容師法に則り適切に

分配しながらも現在は

幅の広さよりも深さを

意識している 

美容科と比べ選択でき

る幅が狭い 

教員数に応じた選択教

科の充実が必要 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

理容師法に謳われた時

間数を適切に明示して

いる 

必要時数を計算して学

校を休む学生がある 

休むともったいないと

感じる授業が必要 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

シラバスに従い適切な

内容提供を行ってい

る。 

なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

必要に応じて適切な授

業形態を選択できてい

る。 

なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

明快な資料の提供や質

問時間帯を設けるなど

工夫している 

それでも目標到達困難

な学生が発生する 

学生視点での内容の精

査とブラッシュアップ

を常に意識する 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

業界関係者とのコミュ

ニケーションを密にし

て情報を授業に活かし

適切に配分している 

国家試験課題と職業実

践教育の内容に乖離が

出やすい 

左の 2 項目の共通項を

配分の参考にする 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

卒業生を招いての講演

会などを通し必要とさ

れる人材育成を念頭に

工夫している 

同左の様な機会がコロ

ナの影響で少なかった 

年間スケジュールを効

率よく変更し機会を逃

さないように意識して

おく 
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単位制の科において、履

修科目の登録について

適切な指導を行ってい

るか。 

両科合同のオリエンテ

ーション時に説明指導

している 

なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している なし なし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

業界関係者からの意見

聴取を行い年度初めの

会議において見直して

いる 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－９－２ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 

教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

授業アンケートの実施

など行っている 

教科担当の外部講師と

の連携の強化が必要と

考える 

講師会の設置や回数増

を考慮する 

教育課程編成委員会議

事録 

授業アンケート 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会を

組織し意見聴取を行っ

ている 

なし なし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

来校する店舗経営者や

卒業生に意見聴取を行

っている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長 宮 﨑 和 代 

 

理容科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9—2 

教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

面談や学生による授業

アンケート等を行って

いる 

卒業後にどの程度役に

立つ授業であったかを

知る必要がある 

卒業生に対しアンケー

トを取る 

教育課程編成委員会議

事録 

授業アンケート 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会を

組織し意見聴取を行っ

ている 

なし なし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

店舗訪問や卒業生によ

る現状報告を受け評価

等を行っている 

就職先により育成力の

ばらつきがある 

学生に対する店舗説明

会だけではなく学校と

店舗の意見交換の場を

設ける 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

３－９－３ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 

キャリア教育を実施

しているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導

方法等に関する方針を

定めているか。 

4 

定めている 学生それぞれの生き

方について学生教員

間で共有する必要が

ある 

なし 

セイファート

（https://www.seyfert.co.jp/） 

新入生研修パンフレット 

キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

入学直後の新入生研

修やセイファート（業

界団体）と連携して行

っている 

現状で良いと感じて

いる 

なし 

キャリア教育の効果に
ついて、卒業生・就職
先等の意見聴取や評価
を行っているか。 

本校の取り組みが卒

業後役に立ったか等

ヒアリングしている 

就職先の育成方針に

よって意見が異なる 

共通課題の絞りだし

と対策が必要 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

https://www.seyfert.co.jp/
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 

キャリア教育を実施

しているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

3 

定めている 学生各々が考えてい

るキャリアパスを深

く知る機会が必要 

ロングホームルーム

の時間を設けるなど

授業に差支えのない

コマの設置 

新入生研修パンフレット 

講義録 

講師持参資料 

キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

入学直後の新入生研修

及び OB・OG による講

話導入等工夫している 

成功事例・失敗事例の

バランスが成功事例

に偏る 

講話講師との内容の

擦り合わせに更に意

味付けが必要 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

卒業生来校時におい

て確認している 

来校する学生は好意

的な学生が大半なの

で意見の偏りが出や

すい 

アンケート調査の制

度化が必要と考える 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－９－４ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 

授業評価を実施して

いるか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

整備している 

 

合う、合わないで評価

が偏る 

今のところなし 

授業アンケート 

教育課程編成委員会議事録 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業

評価を行っているか。 

学生アンケートにより

授業評価を行っている 

なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協

力体制はあるか。 

教育課程編成委員会と

連携して授業評価を行

っている 

なし なし 

教員にフィードバックす
る等、授業評価結果を
授業改善に活用してい
るか。 

科内会議の中でフィー

ドバックを行い改善に

活かしている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 
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理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 

授業評価を実施して

いるか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

整備している 本校外の教員による

授業評価が必要 

系列校との意見交換

の場を設ける 

授業アンケート 

教育課程編成委員会議事録 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業

評価を行っているか。 

学生アンケートや研究

授業より授業評価を行

っている 

なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協

力体制はあるか。 

教育課程編成委員会と

連携して授業評価を行

っている 

なし なし 

教員にフィードバックす
る等、授業評価結果を
授業改善に活用してい
るか。 

研究授業において活発

な意見交換の上教員へ

のフィードバックを行

い改善している 

なし 

 

なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

３－10 成績評価・単位認定等 

 

３－10－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 

成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学則・学生便覧にて明

示している 

なし なし 
学則 

学生便覧 

会議議事録 
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成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

教員と講師での会議を

適宜行い客観性・統一

性の確保に取り組んで

いる 

なし なし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

既修得単位制度を設け

ている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 

成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学則・学生便覧にて明

示している 

なし なし 

学則 

学生便覧 

会議議事録 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科教員に学事の管理

職を加えた会議を開き

客観性の維持に取り組

んでいる 

なし なし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

既修得単位制度を設け

ている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－10－２ 

 

美容科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 

作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

非常に重要視しており

完璧に把握している 

フォトコンテストなど

専門付随の種目の強化 

教員のスキルアップの

為、研修会への積極的

参加を促す 
 

 記載責任者 職・氏名 科長 宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 

作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

コンテストは本科の強

みであるので過去にさ

かのぼっても把握でき

ている 

更に多くの学生が参加

できるコンテストの発

掘 

コンテストにおける業

界情報の入手を積極的

に行う 
 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣 一 朗 

 

 

３－１１ 資格・免許の取得の指導 

 

３－11－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 

目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 
4 

明確に示している なし なし 

シラバス 

学校案内パンフレット 

オープンキャンパス学

校説明資料 

資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

対策授業などの有無を

明確に示している 

なし なし 
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 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 

目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 
4 

明確にしている なし なし 

シラバス 

学校案内パンフレット 

オープンキャンパス学

校説明資料 

資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

授業計画その他におい

て明確に示している 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－11－２ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 

資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 
4 

整備できている なし なし 

シラバス 

授業計画 

学校案内パンフレット 

業務日報 
不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

不合格者フォローの体

制及び既卒者の就職指

導体制を整えている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 

資格・免許取得の指導体
資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して
4 

整備している なし なし シラバス 

授業計画 
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制はあるか。 いるか。 学校案内パンフレット 

業務日報 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

卒業後も担当担任が合

格までフォローする体

制がある 

担当担任の負担増が懸

念される 

科の職員全員が対応で

きるように関係を構築

しておく 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

３－12 教員・教員組織 

 

３－12－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 

資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

明確にしている なし なし 

時間割 

服務規程 

雇用契約書 

講義記録簿 

学校案内パンフレット 

出勤簿 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

履歴書とディプロマの

有無を確認している 

なし なし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

ほぼ適合している 保持する技術が古くな

る 

主体的に研修に参加す

る 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携しているが人材に

不足がない為現時点で

の計画はない 

なし このまま連携を続ける 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

配置計画は定めている

が採用計画はない 

 なし 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

専任教員のみ明示して

いる 

なし なし 
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員構成を明示している

か。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

服務規程及び雇用契約

書において明確に定め

ている 

なし なし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

時間割及び講義記録

簿、出勤簿において把

握している 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 

資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

科内会議において通達

している 

口頭通達のみなので記

録がない 

文書通達を同時に行う 

時間割 

服務規程 

雇用契約書 

講義記録簿 

学校案内パンフレット 

出勤簿 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

許認可証を確認してい

る 

なし なし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している 何もしないと退化の恐

れがある 

定期的なアップデート

の機会を設ける 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携している 個人的な連携が目立つ 組織としての連携を目

指す 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

採用計画・配置計画と

も定めている 

教員資格を保持する在

野の人材が少ない 

資格取得を前提に早め

の計画を立てる 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

専任教員のみパンフレ

ットで紹介・明示して

いる 

なし なし 

教員の募集、採用手続、 服務規程及び雇用契約 なし なし 
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昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

書において明確に定め

ている 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

時間割及び講義記録

簿、出勤簿において把

握している 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－12－２ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 

教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

把握しているが明確な

評価基準がない 

教授力を数値化できて

いない 

数値化のフォーマット

を作成する 

教職員研修規程 

学外研修にかかる費用 

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

研修計画を作り運用し

ている 

 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

上記研修計画は関連業

界のものである 

なし なし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

各教員の希望を聴き可

能な支援をしている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 

教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 
3 

授業観察することによ

り把握している 

科学的な評価基準がな

い 

基準の作成を行う  

 

 

教職員研修規程 
教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

科内研修を定期的に行

っている 

外部研修が必要と考え

る 

各教員が積極的に外部

研修を模索するよう働
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に運用しているか。 きかける 学外研修にかかる費用 

負担に関する内規 関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

科内研修に業界人を招

き行っている 

Off-JT の機会が少ない 教員への啓蒙を行う 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

各教員が望む研修を可

能な限り行う様にして

いる 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

３－12－３ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 

教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

整備している なし なし 

校務分掌 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

校務分掌により明確に

規定している 

同じ業務を同じ教員が

繰り返すようになりが

ちである 

業務分担を全教員が経

験出来る様に意識的に

配置する 

科毎に授業科目担当教

員間で連携・協力体制を

構築しているか。 

学科長主導で構築して

いる 

なし なし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

科において担当学年ご

との会議を行っている 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

構築している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 
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理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 

教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

整備できている なし なし 

校務分掌 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

校務分掌により明確に

規定している 

なし 問題は無いが職員歴に

応じた難易度の業務分

担になるよう心掛ける 

科毎に授業科目担当教

員間で連携・協力体制を

構築しているか。 

定期的に聞き取りを行

い構築出来ている 

なし なし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

科内会議や研究授業で

指摘できる体制がある 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

構築出来ている なし 情報共有の機会を更に

増やしたいと思ってい

る 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

基準４ 学修成果【平均評定：３，７】 

４－13 就職率 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 

就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 4 

100%を目指している 早めの目標到達が必要 ガイダンス時期を早め

て就職意識を刺激する 
就職先一覧 

就職状況データ 
学生の就職活動を把握 把握している なし なし 
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しているか。 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

自校学生については把

握している 

なし なし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

就職説明会は独自で行

っており関連企業との

共催ではない 

 なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 

就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

100%に目標を設定し

ている 

売手市場なので危機感

に乏しい 

意識開発の為の取り組

みを行う 

就職先一覧 

就職状況データ 

学生の就職活動を把握

しているか。 

担当学年ごとに把握し

共有している 

なし なし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握できている なし なし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

就職説明会は行ってい

るが企業とのタイアッ

プではない 

なし なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理している なし まし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 
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４－14 資格・免許の取得率 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 

資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

100%に目標設定して

いる 

なし なし 

理容師美容師試験研修

センターホームページ 

時間割 

年間授業計画 

会議録 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

対策授業を設けている なし なし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

行っている なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

担当学年の会議におい

いて共有し改善してい

る 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 

資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

100%取得を目指して

いる 

なし なし 

理容師美容師試験研修

センターホームページ 

年間授業計画 

時間割 

会議録 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

国家試験直前対策授業

を行っている 

なし なし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

行っている なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

科内会議において指摘

改善している 

なし なし 
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るか。 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

４－15 卒業生の社会的評価 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 

卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 3 

卒業後の企業訪問は行

っていないので把握し

ていない 

企業訪問の時間を設け

ることが難しい 

許される時間の中で地

域を絞っての把握を始

める 

求人票 

卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 

卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 3 

全ては把握していない

が、学校と関係性の強

い就職先での卒業生の

実地は把握している 

卒業生についてのでき

る限りの把握は必要 

半年後、一年後などに

電話での実態調査をし

た方が良い 

求人票 

卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握できている なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 
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基準５ 学生支援【平均評定：３．５】 

５－16 就職等進路 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 

就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

整備できている 

 

なし なし 

ガイダンス資料 

求人票 

企業パンフレット 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

科内での共有は出来て

いるが学内全体での共

有は出来ていない 

なし なし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

担当学年の関係職員内

での共有は出来ている 

学内全体での共有が必

要 

イントラネットや回覧

での共有方法を模索す

る 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

定期的なガイダンス開

催などで連携している 

なし なし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している なし なし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

就活ガイダンスを活用

している 

なし なし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

積極的に相談に応じて

いる 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 
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理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 

就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

3 

整備できている 

 

なし なし 

求人票 

企業パンフレット 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

担任が就職部門を兼ね

ている 

担任の負担が大きくな

りやすい 

学年の枠を超えて科全

体で就職支援する 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

科内では共有している

が他学科の状況は書き

出された数値を見るだ

けである 

学科それぞれの現状を

発表する機会が少ない 

全体会議などで活発に

議論し希望者全員が就

職できるように知見を

得る 

 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

店舗単位の連携は取っ

ている 

なし なし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している 参加企業がほぼ決まっ

ている 

情報発信し裾野を広げ

る 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

担当学年の担任主導で

行っている 

就活セミナーのプロフ

ェッショナルとの差が

否めない 

セミナーの開催を企画

し教員自体のブラッシ

ュアップも必要 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

学生から発せられる相

談には適切に応じてい

る 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

５－17 中途退学への対応 
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美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 

退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

4 

把握している なし なし 

学生カルテ 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

残している なし なし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

学科内での連携体制は

ある 

担任のみに偏りやすい 担任以外の教員が学生

の話を聴けるような仕

組づくりを行う 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

カウンセラーなどはい

ないが積極的に指導し

ている 

なし 将来的にはカウンセラ

ーと提携する 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 

退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握できている 傾向を探るために定性

的な分析が必要 

入学後落ち着くまで面

談回数を増やす 

学生カルテ 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

残している なし なし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

退学原因の共有を行い

連携している 

保護者に連絡する時期

が曖昧である 

学生継続の為に当該学

生の情報提供時期のガ

イドラインを設定する 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

ヒアリングを行い特別

指導している 

なし 退学要因の統計を取り

予測して対策する 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 
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５－18 学生相談 

 

５－18－１ 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 

学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

専任カウンセラーはい

ない 

専任カウンセラーの配

置が必要と考える 

管理職へ相談して意見

を得る 

学生カルテ 

学生調査票 

図面 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

行っている 学生数増により専有使

用が困難になる 

予約表などを作成し管

理する 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

案内を行っている なし なし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学生調査票に保存して

いる 

なし なし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

連携はない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 

学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

専任カウンセラーはい

ない 

専任カウンセラーの配

置か連携 

上申書の提出もしくは

意見具申 

構内図面 

学生調査票 

学生カルテ 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

相談できる環境は整備

できている 

1 対 1 の面談になりや

すい 

学生 1 に対し複数の教

員で対応する 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

案内している なし なし 
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相談記録を適切に保存

しているか。 

個人用のノートに残し

ている 

適切な残し方ではない 今後は学生カルテや相

談シート等を活用する 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

連携していない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

５－18－２ 

 

美容科（留学生が在学する学科のみ） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-2 

留学生に対する相談体

制を整備しているか。 

留学生の相談等に対応

する担当の教職員を配

置しているか。 

－ 

該当しない   

 

留学生に対して在籍管

理等生活指導を適切に

行っているか。 

該当しない   

留学生に対し、就職・進

学等卒業後の進路に関

する指導・支援を適切に

行っているか。 

該当しない   

留学生に関する指導記
録を適切に保存してい
るか。 

該当しない   

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科（留学生が在学する学科のみ） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-2 

留学生に対する相談体

制を整備しているか。 

留学生の相談等に対応

する担当の教職員を配

置しているか。 － 

該当しない   

 

留学生に対して在籍管

理等生活指導を適切に

該当しない   
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行っているか。 

留学生に対し、就職・進

学等卒業後の進路に関

する指導・支援を適切に

行っているか。 

該当しない   

留学生に関する指導記
録を適切に保存してい
るか。 

該当しない   

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

５－19 学生生活 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-1 

学生の経済的側面に対

する支援体制を整備し

ているか。 

学校独自の奨学金制度

を整備しているか。 

4 

学校法人国際学園奨学

金制度を導入 

特になし 現行制度維持 

入学金減免規程 

在校生の入学金減免制

度規程 

学費の減免、分割納付制

度を整備しているか。 

学力特待・スポーツ学

力特待・指定校推薦入

試での学費減免制度を

実地している。 

特になし 現行制度維持 

大規模災害発生時およ

び家計急変時に対応す

る支援制度を整備して

いるか。 

2020 年度国の政策「学

びのための学生支援緊

急給付金」の申請によ

り 223 名の学生が給付

金を受給 

特になし 特になし 

全ての経済的支援制度

の利用について学生・保

護者に情報提供してい

るか。 

日本学生支援機構及び

公的機関からの支援制

度案内は逐次情報提供

を行っている。 

特になし 特になし 

公的支援制度も含めた

経済的支援制度に関す

る相談に適切に対応し

ているか。 

随時面談対応している 特になし 特になし 

全ての経済的支援制度 適切に対応している。 特になし 特になし 
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の利用について実績を

把握しているか。 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-2 

学生の健康管理を行う

体制を整備しているか。 

学校保健計画を定めて

いるか。 

4 

整えている。 特になし 特になし 

健康管理に関する規程 

学校医を選任している

か。 

選任している 特になし 特になし 

保健室を整備し専門職

員を配置しているか。 

設置している 特になし 特になし 

定期健康診断を実施し

て記録を保存している

か。 

定期健康診断記録簿作

成、保存している。 

特になし 特になし 

有所見者の再健診につ

いて適切に対応してい

るか。 

再診者に対して再受診

案内通知書を送付し適

切に対応している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-3 

学生寮の設置などの生

活環境支援体制を整備

しているか。 

遠隔地から就学する学

生のための寮を整備し

ているか。 

4 

2 ヶ所に学校指定寮を

設置している。 

特になし 特になし 

 

学生寮の管理体制、委託

業務、生活指導体制等は

明確になっているか。 

指定学生寮長と連絡を

密にして対応してい

る。 

特になし 特になし 

学生寮の数、利用人員、

充足状況は明確になっ

ているか。 

業者パンフレット等に

て案内している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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5-19-4 

課外活動に対する支援

体制を整備しているか。 

クラブ活動等の団体の

活動状況を把握してい

るか。 

4 

把握している。 特になし。 特になし。 

各種大会要項 

大会記録 

大会への引率、補助金の

交付など具体的な支援

を行っているか。 

例年引率および補助金

交付を行っているが、

今年度は新型コロナウ

イルスの影響によって

実績はない。 

特になし。 引き続き支援を行う。 

大会成績など実績を把

握しているか。 

例年把握しているが、

今年度は新型コロナウ

イルスの影響によって

実績はない。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

５－19 学生生活 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的支援体制として、学費の延納や分割後納制度、学校法人奨学金制度を設

けている。健康診断は年 1 回実施している。学生寮は入寮希望者に対して戸数

が不足しているが、年度によって入寮希望者数に変動があるため、入寮できな

い学生に対しては賃貸物件の紹介にとどめている。 

いずれの校舎においても看護師免許を持つ教員を配置し、急病人に対する対応

に備えている。 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

５－20 保護者との連携 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-20-1 

保護者との連携体制を
保護者会の開催等、学校

の教育活動に関する情
3 

未成年者が在学する科

を主に開催している。 

未成年者が在学する科

でも開催していないと

保護者会を開催できて

いない科については文

個別面談記録 

学籍簿 
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構築しているか。 報提供を適切に行って

いるか。 

ころがある。 書の配付等によって教

育活動の提供を行う。 

動態表 

個別面談等の機会を保

護者に提供し、面談記録

を適切に保存している

か。 

保護者からの求めに応

じて随時面談を実施し

て、記録を保存してい

る。 

全ての学生の保護者に

個別面談等を行う場所

および時間がない。 

保護者が個別面談の機

会を希望するか調査を

行う。 

学力不足、心理面等の問

題解決にあたって、保護

者と適切に連携してい

るか。 

適宜、担任から保護者

等に対して連絡を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

緊急時の連絡体制を確

保しているか。 

確保している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者会等の開催は、一部の科においてしか行っていない。学生が未成年者の

場合は、学業や心理面等の問題解決のために担任が適宜保護者に連絡を行い、

連携を密になるよう心がけている。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

５－21 卒業生・社会人 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-1 

卒業生への支援体制を

整備しているか。 

同窓会組織を組織し、活

動状況を把握している

か。 
4 

同窓会を組織して、活

動に直接関わってい

る。 

特になし。 特になし。 

 
再就職、キャリアアップ

等について卒後の相談

に適切に対応している

相談の申し出がある都

度対応している。 

特になし。 特になし。 
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か。 

卒後のキャリアアップ

のための講座等を開講

しているか。 

開講している。 特になし。 特になし。 

卒後の研究活動に対す

る支援を行っているか。 

卒業生から情報提供や

求めがあった場合に支

援を行っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-2 

産学連携による卒後の

再教育プログラムの開

発・実施に取り組んでい

るか。 

関連業界・職能団体等と

再教育プログラムにつ

いて共同開発等を行っ

ているか。 
3 

行っていない。 関連業界・職能団体等

との間で再教育プログ

ラムにかかる共同開発

等を行う機会に恵まれ

ていない。 

検討課題とする。 

 

学会・研究会活動におい

て、関連業界等と連携・

協力を行っているか。 

研究会活動の会場提供

等の協力を行ってい

る。 

さらなる連携・協力体

制を図る。 

検討課題とする。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-3 

社会人のニーズを踏ま

えた教育環境を整備し

ているか。 

社会人経験者の入学に

際し、入学前の履修に関

する取扱いを学則等に

定め、適切に認定してい

るか。 

3 

既修得単位認定制度に

ついて入学前に告知し

て、規程に基づいて認

定している。 

特になし。 特になし。 

学則 

学生便覧 

既修得単位認定制度の

しおり 

既修得単位の認定に関

する規程 

社会人学生に配慮し、長

期履修制度等を導入し

ているか。 

特に社会人学生に配慮

した履修制度は設けて

いない。 

社会人学生も、社会人

ではない学生と同じ条

件で履修を課してい

る。 

特に社会人学生に配慮

した履修制度を設ける

予定はない。 

図書室、実習室等の利用

において、社会人学生に

対し配慮しているか。 

特に社会人学生に配慮

した利用制度を設けて

いない。 

特になし。 特になし。 

社会人学生等に対し、就 社会人学生に限らず、 特になし。 特になし。 
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職等進路相談において

個別面談を実施してい

るか。 

就職等の進路相談は随

時実施している。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

同窓会には学校教職員も携わって運営しているが、活動そのものがやや活発で

はない。また、科によっては社会人学生が在学しているが、社会人であることを

理由に特に配慮を行わず、社会人ではない学生と同じ環境のもとで就学させて

いる。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

基準６ 教育環境【平均評定：２，８】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育施設・設備・教育用具等は法令に基づいて整備

を図っている。校外実習・インターンシップ等につ

いては、企業等との間で事業連携協定を締結して実

施している。 

特になし  

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 
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６－22 施設・設備等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-22-1 

教育上の必要性に十分

対応した施設・設備・教

育用具を整備している

か。 

施設・設備・機器類等は

設置基準、関係法令に適

合し、かつ、充実してい

るか。 

2 

施設・設備・機器類等は

設置基準や関係法令に

適合し、かつ、充実させ

ている。 

特になし。 特になし。 

図書室運用規程 

図書室の利用について 

図書室貸出手順 

図書室、実習室など、学

生の学習支援のための

施設を整備しているか。 

図書室や実習室を整備

している。 

図書室が混雑した場合

は密になりかねない。 

換気を徹底するほか、

入室制限を行うなどし

て感染予防に努める。 

図書室の図書は専門分

野に応じ充実している

か。 

学生・教員の要望に応

じて蔵書購入を行って

いる。 

特になし 特になし 

学生の休憩・食事のため

のスペースを確保して

いるか。 

ある程度の確保ができ

ている。 

施設の構造上、十分な

スペースの確保ができ

てない。 

検討課題 

施設・設備のバリアフリ

ー化に取り組んでいる

か。 

階段を除く箇所におい

てバリアフリーとなっ

ている。 

施設の構造上、完全な

バリアフリー化が難し

い。 

検討課題 

手洗い設備など学校施

設内の衛生管理を徹底

しているか。 

全館のトイレ洗面所に

は手動式洗浄器具（液

体石鹼）を設置、清掃作

業は業者に委託毎日行

っている 

特になし 特になし 

卒業生に施設・設備を提

供しているか。 

卒業生に対しては図書 

館等の設備利用を許可

している。 

特になし 特になし 

施設・設備等の日常点

検、定期点検、補修等に

ついて適切に対応して

いるか。 

施設管理署を設置し、 

必要に応じて工事業者 

に委託対応している 

特になし 特になし 

施設の改築・改修、設備

の更新の計画を策定し、

適切に実施しているか。 

実施している。 特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育上必要な施設、設備は、教育活動に支障をきたさない様に対処できる体制

を整えている。また、必要に応じて教職員及び委託業者と協議の上改善を図っ

ていく。 

建物の経年劣化による修繕が発生してくるとが、現状の体制であれば随時対応 

していけると思われる。 

 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

 

６－23 学外実習・インターンシップ等 

 

美容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 

学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

明確にしている なし なし 

実務実習案内 

実務実習評価表 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習事前教育で適切に

整備運用されている 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

定期的な学生対象の企

業研修を実施している 

なし なし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

ガイドラインに従い準

備している 

まだ見えていない なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

文書または電話で意思

共有している 

それのみでは足りてい

ない 

実習指導者会議の設置 
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協議の機会を確保して

いるか。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

社会性を身につける、

職業について理解を深

める点で大いに効果を

確認できている 

これから上がってくる

と思われる 

なし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生主体となって参画

させている 

なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

就職先までは案内して

いない 

就職先の企業まで目が

行き届いていない 

企業説明会などで案内

を出す 

 記載責任者 職・氏名 科長  宮 﨑 和 代 

 

理容科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 

学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

明確にしている。 なし なし 

実務実習案内 

実務実習評価表 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習事前教育で適切に

整備運用されている。 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

定期的な研修は行われ

ている 

研修回数が少ない 各教員が積極的に研修

を受け学内共有する仕

組づくり 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

ガイドラインに従い準

備している。 

なし なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

実務実習事前にマニュ

アルを店舗宛に送付し

ている 

対面での意見交換の機

会がない 

指導者による会議など

の設置が必要 
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学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

社会性を身につける、

職業について理解を深

める点で大いに効果を

確認できている 

なし 学外実習の振り返りの

機会を作り内省と気付

きを促す 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生主体となって参画

させている 

なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

就職先までは案内でき

ていない 

行事日程の調整が必要 企業説明会時に早めに

案内を出し参加を促す 

 記載責任者 職・氏名 科長  後 藤 廣一朗 

 

 

６－24 防災・安全管理 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-24-1 

防災に対する組織体制

を整備し、適切に運用し

ているか。 

学校防災に関する計画、 

消防計画や災害発生時

における具体的行動の

マニュアルを整備して

いるか。 

3 

小倉北消防署に消防計 

画書及び防災訓練マニ 

ュアル書を提出してい

る。 

特になし 特になし 

 

施設・設備の耐震化に対

応しているか。 

現状では行っていない 特になし 特になし 

消防設備等の整備およ

び保守点検は法令に基

づき行い、改善が必要な

場合は適切に対応して

いるか。 

防災（消防）訓練を定期

的に実施し、記録を保存

しているか。 

消防設備の整備、点検 

は資格有する指定業者

に業務委 託、必要に応

じて修理  改善を行っ

ている。毎 年 2 回消防

訓練を実地、 防火訓練

計画書を小倉北消防署

に提出し、書類は記録、

保存している。 

特になし 特になし 

備品の転倒防止など安 不具合がある場合には 特になし 特になし 
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全管理を徹底している

か。 

指定業者に業務委託順

次改善している。 

教職員・学生に防災研

修・教育を行っている

か。 

教職員、学生参加した。 

消防訓練を通して防災 

意識の向上を図る。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-24-2 

学内における安全管理

体制を整備し、適切に運

用しているか。 

学校安全計画を策定し

ているか。 

3 

警備会社と業務委託、 

校舎内外に防犯カメラ 

を設置、所轄警察署と 

も連絡を密にして不測 

の事態に対応できる体 

制を整えていく。事故 

対応マニュアルを作成 

して適切な対応に対応 

している。 

特になし 特になし 

 

学生の生命と学校財産

を加害者から守るため

の防犯体制を整備し、適

切に運用しているか。 

授業中に発生した事故

等に関する対応マニュ

アルを作成し、適切に運

用しているか。 

薬品等の危険物の管理

において、定期的にチェ

ックを行うなど適切に

対応しているか。 

担当教員の明確化など

学外実習等の安全管理

体制を整備しているか。 

実習先での安全管理、 

指導については科別に

対応している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

消防計画書を作成し年 2 回の消防訓練を実地している。 特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 
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基準７ 学生の募集と受入れ【平均評定：３，５】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集については、規制に基づいた活動を行って

いる。入学選考についてはほとんどの教職員が関わ

って、科別応募者・入学者数などのデータ管理も行

っている。 

下記にも記載したが、市場の選択と集中が非常に重

要な一年となるため、今まで以上に徹底して行う 

 

 

 

７－25 学生募集活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-25-1 

高等学校等接続する教

育機関に対する情報提

供に取り組んでいるか。 

高等学校における進学

説明会に参加し教育活

動等の情報提供を行っ

ているか。 

3 

可能な限り進学説明会

に参加している 

ある一定期間重なるガ

イダンスが多々ある 

選択と集中で効果的な

ガイダンスに参加する 

 

高等学校等の教職員に

対する入学説明会を実

施しているか。 

毎年 5 月に高校教員対

象説明会を実施してい

る 

高校側のスケジュール

の関係で希望通りの高

校参加が無い場合があ

る 

年一回の説明会を年二

回にするなどの工夫も

必要 

教員または保護者向け

の学校案内等を作成し

ているか。 

作成している。 

昨年から継続して活用

中 

学費支払に関して厳し

い家庭が年々増加傾向 

新たな学費支払いリー

フなどの作成も検討し

ている 

 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-25-2 

学生募集活動を適切、か
入学時期に照らし、適切

な時期に願書の受付を
3 

規定通りの取り組みを

行っている 

特になし 特になし 
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つ、効果的に行っている

か。 

開始しているか。 

専修学校団体が行う自

主規制に則した募集活

動を行っているか。 

行っている 特になし 特になし 

志願者等からの入学相

談に適切に対応してい

るか。 

電話・個別相談・ZOOM

など、相手の要望に応

じて対応している 

特になし 特になし 

学校案内等において、特

徴ある教育活動、学修成

果等について正確に分

かりやすく紹介してい

るか。 

行っている 昨年度の不足部分を克

服して十分に対応が出

来ている 

現状は特になし 

広報活動・学生募集活動

において、情報管理等の

チェック体制を整備し

ているか。 

行っている 現状特になし 特になし 

体験入学、オープンキャ

ンパスなどの実施にお

いて、多くの参加機会の

提供や実施内容の工夫

などを行っているか。 

行っている 特になし 日程・時間の工夫に取

り組んでいる 

志願者の状況に応じて

多様な試験・選考方法を

取り入れているか。 

行っている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

昨年度の振り返りを行い、市場の変化に伴い選択と集中を行い、より効果的・効

率性を重視した広報活動を展開している 

福岡・北九州・下関・大分などある程度狙った地区からの多くの学生獲得に繋が

った一年となった。数字的にも過去最高の入学生を迎えることが出来た。 
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 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

 

７－26 入学選考 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-26-1 

入学選考基準を明確化

し、適切に運用している

か。 

入学選考基準、方法は、

規程等で明確に定めて

いるか。 

4 

学則および入試規程に

定めている。 

特になし 特になし 

学則 

入学者選抜に関する規

程 

入試判定会議資料 

学生募集要項 

入学選考等は、規程に基

づき適切に運用してい

るか。 

規程に基づく運用を行

っている。 

特になし 特になし 

入学選考の公平性を確

保するための合否判定

体制を整備しているか。 

入試判定会議において

公平な合否判定を行っ

ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-26-2 

入学選考に関する実績

を把握し、授業改善等に

活用しているか。 

科ごとの合格率・辞退率

などの現況を示すデー

タを蓄積し、適切に管理

しているか。 

3 

科単位の合格および辞

退についてデータに記

録している。 

特になし。 特になし。 

入学願書 

入試判定会議資料 

学生募集要項 

科ごとの入学者の傾向

について把握し、授業方

法の検討など適切に対

応しているか。 

科単位の入学者の傾向

を分析し、科において

授業方法の検討を進め

ている。 

特になし。 特になし。 

科別応募者・入学者数の

予測数値を算出してい

るか。 

算出している。 科によっては予測数値

と実際の数値との間で

かい離が見られる。 

定期的な予測数値の見

直し。 

財務等の計画数値と応

募者数の予測値との整

合性を図っているか。 

図っている。 特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考は選考基準に基づいて適切に行っている。科ごとの合格率および辞退

率をデータ化して、授業方法の検討などに反映させるようにしている。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

７－27 学納金 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-27-1 

経費内容に対応し、学納

金を算定しているか。 

学納金の算定内容、決定

の過程を明確にしてい

るか。 

4 

明確にしている。 特になし 特になし 

学生募集要項 
学納金の水準を把握し

ているか。 

把握している。 特になし 特になし 

学納金等徴収する金額

はすべて明示している

か。 

学生募集要項において

明示している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-27-2 

入学辞退者に対し授業

料等について適切な取

扱いを行っているか。 

文部科学省通知の趣旨

に基づき、入学辞退者に

対する授業料の返還の

取扱いに対して、募集要

項等に明示し、適切に取

り扱っているか。 

4 

初年度納付金を納入後

に入学辞退の入学予定

者に対しては、学生募

集要項記載事項に基づ

いて入学金以外の学納

金は速やかに返済して

現状で問題なし 現状で問題なし 

学生募集要項 
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いる。特に問題となる

事案はなかった。 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状の方針で引き続き対応して行く。 

 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 事務長  大 森 廣 喜 

 

 

基準８ 財務【平均評定：４．０】 

８－28 財務基盤 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-28-1 

学校および法人運営の

中長期的な財務基盤は

安定しているか。 

応募者数・入学者数およ

び定員充足率の推移を

把握しているか。 

4 

把握している。 特になし。 特になし。 

 

収入と支出のバランス

がとれているか。 

バランスが取れてい

る。 

入学生獲得。 募集の方法を工夫し、

学生獲得につなげる。 

貸借対照表の翌年度繰

越消費収入超過額がマ

イナスになっている場

合、それを解消する計画

を立てているか。 

立てている。 特になし。 特になし。 

消費収支計算書の当年

度消費収入超過額がマ

イナスになっている場

合、その原因を正確に把

把握している。 特になし。 特になし。 
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握しているか。 

設備投資が過大になっ

ていないか。 

なっていない。 特になし。 特になし。 

負債は返還可能の範囲

で妥当な数値となって

いるか。 

なっている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-28-2 

学校および法人運営に

かかる主要な財務数値

に関する財務分析を行

っているか。 

最近 3 年間の収支状況

（消費収支・資金収支）

による財務分析を行っ

ているか。 

4 

行っている。 特になし。 特になし。 

財務諸表 

最近 3年間の財産目録・

貸借対照表の数値によ

る財務分析を行ってい

るか。 

行っている。 特になし。 特になし。 

最近 3 年間の設置基準

等に定める負債関係の

割合推移データによる

償還計画を策定してい

るか。 

策定している。 特になし。 特になし。 

キャッシュフローの状

況を示すデータはある

か。 

ある。 特になし。 特になし。 

教育研究比率、人件費比

率は適切な数値になっ

ているか。 

なっている。 特になし。 特になし。 

コスト管理を適切に行

っているか。 

行っている。 特になし。 特になし。 

収支の状況について自

己評価しているか。 

している。 特になし。 特になし。 

改善が必要な場合にお

いて、今後の財務改善計

画を策定しているか。 

策定している。 特になし。 特になし。 
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 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各施設団体等に提出する必要があるものが多く、収支計算書や償還計画など、

一年中扱っていることが多い。財政基盤として、学生の確保が最重要課題だと

認識している。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

８－29 予算・収支計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-29-1 

教育目標との整合性を

図り、単年度予算、中期

計画を策定しているか。 

予算編成に際して、教育

目標、中期計画、事業計

画等と整合性を図って

いるか。 4 

整合性を図っている。 特になし。 特になし。 

 

予算の編成過程および

決算過程は明確になっ

ているか。 

明確になっている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-29-2 

予算および計画に基づ

き適正に執行管理を行

っているか。 

予算の執行計画を策定

しているか。 

4 

策定している。 特になし。 特になし。 

 

予算と決算に大きなか

い離を生じていないか。 

生じていない。 特になし。 特になし。 

予算過程が見込まれる

場合、適切に補正措置を

行っているか。 

行っている。 特になし。 特になし。 
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予算規程、経理規程を整

備しているか。 

整備している。 特になし。 特になし。 

予算執行にあたってチ

ェック体制を整備する

など適切な会計処理を

行っているか。 

行っている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事会を通して予算案の策定発表、また補正予算案等も発表し確認を試みてい

る。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

８－30 監査 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-30-1 

私立学校法および寄附

行為に基づき適切に監

査を実施しているか。 

私立学校法および寄附

行為に基づき、適切に監

査を実施しているか。 

4 

実施している。 特になし。 特になし。 

 

監査報告書を作成し理

事会等に報告している

か。 

報告している。 特になし。 特になし。 

監事の監査に加えて、監

査法人による外部監査

を実施しているか。 

実施している。 特になし。 特になし。 

監査時における改善意

見について記録し、適切

に対応しているか。 

対応している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

監事のほかに会計士も足を運び、定期的に状況報告と確認を行っている。  

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

８－31 財務情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-31-1 

私立学校法に基づく財

務情報公開体制を整備

し、適切に運用している

か。 

財務公開規程を整備し、

適切に運用しているか。 

4 

運用している。 特になし。 特になし。 

 

公開が義務づけられて

いる財務帳票、事業報告

書を作成しているか。 

作成している。 特になし。 特になし。 

財務公開の実績を記録

しているか。 

記録している。 特になし。 特になし。 

公開方法についてホー

ムページに掲載するな

ど積極的な公開に取り

組んでいるか。 

出来る限り取り組んで

いる。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今後も、情報公開について積極的な公開を心がけるとともに、適正な情報を公

開することを前提に作成していく。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 
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基準９ 法令等の遵守【平均評定：３．９】 

９－32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-32-1 

法令や専修学校設置基

準等を遵守し、適正な学

校運営を行っているか。 

関係法令および設置基

準等に基づき、学校運営

を行うとともに、必要な

諸届等を行っているか。 

4 

関係法令に基づいて、

必要な諸届等を行って

いる。 

特になし 特になし 

ハラスメントマニュア

ル 

学校運営に必要な規則・

規程等を整備し、適切に

運用しているか。 

適宜必要となる規則・

規程を策定整備し、こ

れに基づいた運用を行

っている。 

特になし 特になし 

セクシャルハラスメン

ト等の防止のための方

針を明確化し、対応マニ

ュアルを策定して適切

に運用しているか。 

ハラスメントマニュア

ルを策定し、これに基

づいた運用を行ってい

る。 

特になし 特なし 

教職員、学生に対し、コ

ンプライアンスに関す

る相談窓口を設置して

いるか。 

教務部に窓口を設置

し、適宜対応に当たっ

ている。 

特になし 特になし 

教職員、学生に対し、法

令遵守に関する研修・教

育を行っているか。 

教員に対しては教職員

会議の場で、学生に対

しては科にて適宜研

修・教育を行っている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令遵守を第一義に、規則・規程についても必要に応じて順次、整備を図ってい  
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る。規則・規程についてはさらに整備を図る必要がある。 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

９－33 個人情報保護 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-33-1 

学校が保有する個人情

報保護に関する対策を

実施しているか。 

個人情報保護に関する

取扱方針・規程を定め、

適切に運用しているか。 

3 

規程に基づく運用を行

っている。 

特になし 特になし 

個人情報保護方針 

研修会資料 

大量の個人データを蓄

積した電磁気録の取扱

いに関し、規程を定め、

適切に運用しているか。 

規程に基づく運用を行

っている。 

学校サーバーに対する

不正アクセスの危険。 

不正アクセス防止のさ

らなる強化。 

学校が開設したサイト

の運用にあたって、情報

漏洩等の防止策を講じ

ているか。 

サイト管理者において

情報漏洩防止策を講じ

ている。 

特になし 特になし 

教職員・学生に個人情報

管理に関する啓発およ

び教育を実施している

か。 

教職員には研修の機会

を設けるとともに、学

生には都度、啓発およ

び教育を行っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報の保護については規定に基づいて徹底した管理を行っているが、複数

サーバーの存在が不正アクセスの侵入口を増やしている原因となっている。不

正アクセス防止のためのセキュリティは講じているが、進化する不正アクセス

に対するさらなるセキュリティ強化が必要と考えられる。 

経年劣化したサーバーの交換を必要とする。 
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 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

９－34 学校評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-1 

自己評価の実施体制を

整備し、評価を行ってい

るか。 

実施に関し、学則および

規程等を整備し実施し

ているか。 

4 

自己評価の実施にかか

る規程等を整備して実

施している。 

特になし。 特になし。 

自己点検・自己評価に

関する規程 

評価スケジュール 

自己評価報告書 

結果公表資料 

実施にかかる組織体制

を整備し、毎年度定期的

に全学で取り組んでい

るか。 

教務部主導のもと、毎

年度定期的に全科、全

部署で取り組んでい

る。 

特になし。 特になし。 

評価結果に基づき、学校

改善に取り組んでいる

か。 

評価結果をもとに改善

に取り組んでいる。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-2 

自己評価結果を公表し

ているか。 

評価結果を報告書に取

りまとめているか。 

4 

報告書を作成してい

る。 

特になし 特になし 

自己点検・自己評価報

告書 
評価結果をホームペー

ジに掲載するなど広く

社会に公表しているか。 

ホームページ上に公表

している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-3 

学校関係者評価の実施

体制を整備し、評価を行

実施に関し、学則および

規程等を整備し実施し

ているか。 

4 

学校関係者評価に係る

規程を整備して実施し

ている。 

特になし。 特になし。 学校関係者評価委員会

に関する規程 

学校関係者評価委員会
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っているか。 実施のための組織体制

を整備しているか。 

学校関係者評価委員会

を組織している。 

特になし 特になし 議事録 

結果公表資料 

設置課程・科の関連業界

等から委員を適切に選

任しているか。 

選任している。 特になし 特になし 

評価結果に基づく学校

改善に取り組んでいる

か。 

評価結果をもとに改善

に取り組んでいる。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-4 

学校関係者評価結果を

公表しているか。 

評価結果を報告書に取

りまとめているか。 

4 

報告書を作成してい

る。 

特になし 特になし 

学校関係者評価委員会

議事録 

学校関係者評価報告書 

評価結果をホームペー

ジに掲載するなど広く

社会に公表しているか。 

ホームページ上に公表

している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己評価および学校関係者評価がともにこれらに係る規程をもとに実施し、各

評価に対して見直しを図るとともに年々課題の改善に取り組んでいる。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

９－35 教育情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-35-1 

教育情報に関する情報
学校の概要、教育内容、

教職員等の教育情報を
4 

学校ホームページや学

校案内を用いて公開し

特になし 特になし 学校ホームページ 

学校案内 
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公開を積極的に行って

いるか。 

積極的に公開している

か。 

ている。 

学生、保護者、関連業界

等広く社会に公開して

いるか。 

学校ホームページや学

校案内を用いて公開し

ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の概要、教育内容、教職員の教育情報については学校ホームページ等を用

いて広く公開できている。今後、学校ホームページ等の閲覧者の側に立って、教

育情報についてより理解しやすいものへと改良することを心がけている。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献【平均評定：２．３】 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-36-1 

学校の教育資源を活用

した社会貢献・地域貢献

を行っているか。 

産・学・行政・地域等と

の連携に関する方針・規

程等を整備しているか。 

3 

当該規程は整備されて

いない。 

当該規程の整備を図る

必要がある。 

当該規程の整備。 

学校施設貸与規程 

企業や行政と連携した

教育プログラムの開発、

共同研究の実績はある

か。 

実績がない。 教育プログラムの開発

や共同研究にかかる連

携要請がない。 

該当しない。 

国の機関からの委託研

究および雇用促進事業

について積極的に受託

しているか。 

受託していない。 雇用促進事業について

は本校の事情に合わせ

て受託している。 

引き続き同様の取扱い

とする。 

学校施設・設備等を地 関連業界から施設使用 特になし 特になし 
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域・関連業界・卒業生等

に開放しているか。 

にかかる申出を受けて

貸与している。 

高等学校等が行うキャ

リア教育の実施に教員

を派遣するなど積極的

に協力・支援している

か。 

高等学校からの要請に

基づき教員を派遣して

いる。 

特になし 特になし 

学校の実習施設を活用

するなど高等学校の職

業教育の実施に協力・支

援しているか。 

高等学校からの申出を

受託するかたちで職業

教育の実施に協力・支

援している。 

特になし 特になし 

地域の受講者等を対象

とした「生涯学習講座」

を開講しているか。 

地域の受講者等を対象

とした講座は開講して

いない。 

特になし 特になし 

環境問題など重要な社

会問題の解決に貢献す

るための活動を行って

いるか。 

市の清掃活動等に参加

するなどして環境問題

の解決にかかわってい

る。 

特になし 特になし 

教職員・学生に対し、重

要な社会問題に対する

問題意識の醸成のため

の研修・教育に取り組ん

でいるか。 

特に取り組んでいな

い。 

教職員や学生が、重要

な社会問題に対する問

題意識の醸成のための

研修や教育に取り組む

必要がある。 

今後の検討課題とす

る。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-36-2 

国際交流に取り組んで

いるか。 

海外の教育機関との国

際交流の推進に関する

方針を定めているか。 

2 

定めている。 特になし 特になし 

 

海外の教育機関と教職

員の人事交流・共同研究

等を行っているか。 

今後、人事交流を図る

予定である。 

特になし 特になし 

海外の教育機関と留学

生の受入れ、派遣、研修

の実施など交流を行っ

海外教育機関学生の研

修受入れにより交流を

図っている。 

特になし 特になし 
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ているか。 

留学生の受入れのため、

学修成果、教育目標を明

確化し、体系的な教育課

程の編成に取り組んで

いるか。 

留学生を対象とした学

修成果、教育目標の明

確化、体系的な教育課

程の編成に取り組んで

いる。 

特になし 特になし 

留学生の受入れを促進

するために学校が行う

教育課程、教育内容・方

法等について国内外に

積極的に情報発信を行

っているか。 

学校ホームページによ

る公開、海外事業部に

よる広報活動によって

情報発信に努めてい

る。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-37-1 

学生のボランティア活

動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか。 

ボランティア活動など

社会活動について、学校

として積極的に奨励し

ているか。 

2 

奨励している。 今年度は新型コロナウ

イルスの影響により社

会活動に参加する機会

が極めて少なかった。 

特になし。 

ボランティアスタッフ

募集関連受領文書 

活動の窓口の設置など、

組織的な支援体制を整

備しているか。 

事務局が窓口となっ

て、支援体制をとって

いる。 

特になし。 特になし。 

ボランティア活動実績

を把握しているか。 

把握している。 特になし 特になし 

ボランティアの活動実

績を評価しているか。 

卒業年次に評価して、

表彰を行うなどの措置

を講じている。 

特になし 特になし 

ボランティアの活動結

果を学内で共有してい

るか。 

学内でボランティア活

動結果の報告の機会を

設けている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
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学校施設・設備等の開放については学校安全の観点からこれに至っていないが、

申請を経て審査の上、随時貸与のかたちを取っている。ボランティア活動につ

いては学生のみならず教職員も参加するようにしているが、授業日や授業時間

帯と重なることによって公認欠席扱いとはするものの、学生の学修成果に不安

を残す。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校長  西 田 真 紀 

 

 

 


